











刀℃ j頼 純 子
初期の傑作『黄金の頭j T黎e d'or を代表として，太陽はクローデルの作品の中で常に






つかの散文詩の中に繰り広げられている( r大地の入口 j L ・Entrée de la Terre , r灼




の太陽によって母なる大地から引き出され (r庭の様々なH寺刻j Heures dans le jα.rdin) , 
太陽を渇望し，それに向って身を踊らせている (r榔子 j Le Cocotie-r, r庭の様々な時
刻j )0 そして詩人は野を抜け，川を越え，山に登り，絶えずこの太陽の後を追い続ける
(Wl1月 j Nove1刈re等)。それは彼にとって生，歓喜，希望の象徴であるとともに (r降下J
Lα Descente ， r海の危険j Le Risque de la mer) ， 恐るべき嬬祭の火でもある。外交
官の峨と詩人としての活動とを断念して聖戦に身を捧げようと考えていたこの時期の彼に
とって， 8 月の目も怯むような酷熱の真昼の太陽は，彼の全存在を生首として求め，それ
を焼き尽くさんとする炎=神を示すものであった (W灼熱t r家に積もる男j Le S馘enｭ
fα ire )，。
以上のように，太陽のテーマは， 1895年から 1900午にかけて苦かれた『東方の認識j 第
1 古1) を構成する散文諸の数々を{太陽=宇宙の男性原理=神}という形で貫通している。
だからこそ， 1900年，聖職に身を捧げるつもりでやI1のもとに赴いた彼が「否」の声に出
会い ， tlll との関係に亀裂が生じたHキ，突 ~I]太陽は彼の IÎ与からif'í え失せる。 1900年~1905ir- ，




1 r東方の認識』第 2 部における太陽のテーマ




日が登るまで生き続けていた Pqj (Po.. p.108) 
1901 年秩に書かれ， r主人 J の不在が語られる『訪問j Visiie においては，雨模様で空
は薄Illrぃ。当が太陽は存在しな p。このような状況の中で 詩人は「泣いた後のあの悔恨
と安らかさ J (Po. 、 p.114)を感じている。
[市J Le Point (19tH 年秋頃)において，漸く太陽はその姿を見せるが，それはまだ以
前のような輝かしい太陽ではな p。夕暮時，詩人は太陽の姿を:tJf えようと，風が大きな雲
を引き連れてきでは塞いでいる「大地の開口部J (Po. ‘ p.116) を窺っている。が‘ゃっ
と捉えることのできた太陽は「燃えの惑い火のように，雲に被われた空に赤い点 J (Po. ‘ 
p.116) をかろうじて示しているだけだったO かつてのような夕陽と大地の壮大な交合の
ヴィシオンはここでは見られないの
しかし， 1901 年か1902年に書かれたとする『アマテラスの解放jLα Délivrαηce d' Amaｭ
ler α su においては，太陽の消滅からその魁り迄が.日本の天岩戸神話を素材にして諮られ




この jî寺の 111で匙ったÄI場の輝かしい出現が， 1902年秋に書かれた散文詩『未来の日への
溢糞J Libalion αu JOU 1・ (utuバあいて示される。かつて『ランフと鐘』の中で聞かれた
「朝日が登るまで生き続けていた Pqj というあの詩人の悲痛な即日い約l十えられたことを示
すように，ここで歌われるのは判 U ，夜の問の世界から担:る車)Jの太陽である。この新たな
る太陽の，'H現を述べるのには，当然太陽の再生のH寺，日のrJ JJ の l時刻が選ばれねばならなか
った。この詩は，太陽のテーマがクローデルにとって如何にその内的神話に根ざすもので
あるかを明示しているといえよう。
1903年 2 月の『稲J Le Riz にわいては，再び太陽のテーマが復活している。ここでは，
女・母=大地に対する太陽の存在が語られる。「処女なる大地の月経J (PO. 、 p.115)=水
旧， r大地の妊娠J (Po ・‘ p.115) =種 IIY=という表現で稲作が語られ，当然(太陽=夫，
大地=妻)の象徴系が作JI]していることを窺わせる。
1903年 6 H の『万河祭の LU Le )our de la Fêle-dc-fο lls-Ies-(Ieuves は， r一切が光




2 篇『黄色の時j L' Heure jaune , r溶解j Dissolution によって示される。
f黄色の時』は， 1904年秋，即ち 8 月 4 日のローザの出立に続く時期に書かれたもので
ある。この別れを詩人はまだ決定的な別離とは考えていなかったらしいが，その心痛は，
豊鏡な実りの田野を歌ったこの詩にも現れている。ここには，常に太陽を求め続けてきた




のが「さながら太陽の知く J (Po. , p.119) になろうとしている。だが，このような世界
の中における陶酔からの大きな反転が，この詩の最後に用意されている。一一一「そしてこ



















『海から l挑む大地，] La Terre vu.e de la mer と『アマテラスの解放J の 2 篇である。以
下，この象徴系の混乱について検討してみたいと思う。




るqJ (Po. , p.93) 
ミシェル・マリセは，この部分と『大地の入口J の次の一節とを，同ーのイマージュを
ペ4) ニ提示するものとしてあげているか， 仔細i に検討すると， !l)jらかに異なることがわかる。
一一「その星〔太陽〕の後を追う海がやってきて，深い叫び声をあげながら寝床から身を












地=男が護ってやるという構図が成立している。実際，太陽 le Soleil についてはそのま




の太陽を隠す大地(岩屋)という構図を考えると，ガド y フルのように， 日本神話の影響








姻の儀式を成就しているqJ (Po. , p.93) 空〔太陽J=夫，大地=妻，その両者の聖なる­
婚姻という一貫したサンボリズムである。更に，夏の太陽と大地の性的交合という非常に
エロティックな場面約喚起きれている。一一一「あの飢えた太陽，その力の下で，汗ばみ引
き裂かれた大地が，突然はじけ，荒々しく花開く 〔・・・ ...J qJ (Po. 、 p. 94) むさぼるよう
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な太陽=男と，その力の下に組みしかれる大地=女である。そして，この詩は，大いなる
























まず第一に， í反逆する夫に胸を露わにしてみせたあの妻J (手稿では， í妻J は「母J ，


























よ，盲目の大地は・・… .J Po. , p.113) が使われ，大地は太陽を産み出すための子宮であり，
新たな太陽はそこから生まれ出た子供であったのだから。そして，ウズメの役割とは，太







考へることも 1.111 来ょう。而して天f.1 I女命が， I箆所に矛をさし当てる所作をしたとすれば，
それこそそれは八百万神を笑はせるに充分であったらうし，従って天!聞大御ネ'11 を岩戸から
招くことにもなったであらう。しかもこの矛は，実は太陽光線の表象であって，これを陰
所にさし当てることは，太陽の光を以て陰所を射す呪術となるのである (11) oJ とし，最終的
にウズメの役割について， I陽光に陰を射られんとすることであると同時に，出産の擬態
を演じて，狂ほしきまでに神懸りして，天HH大御神の新たなる生の出現を祈ったものでは

























































ローザとの恋愛，その破局に至る危機の 5 年聞を劇化した『真昼に分かつJ なのだといえ
る。
注
〔略号J Po.: æωTe pO白iQue de Paul Claudel , Gallimard , (La Pléiade) , 
1967. 
(1) テキストの執筆時期についてはガド y フルの推定に従う。( Connα issance de ,'Est, 
馘ition critique avec introduction , variantes et commentaire par Gilbert 
Gadoffre , l¥1ercure de France , 1973) 
(2) 渡辺守章氏の以下の論文参照
① (Le nom d'Ys?le m町yt山he sωω正O叶}汁la叩ir閃.e J仰a叫叩p】川o
R. H. L. F. , janvier , 1969 、 pp.74-92.
②「太陽・女・神ークローデルの〈岩戸神話) J , rユリイカ.] I臨時用 fU号， 1974年
第 6 巻第 5 号， pp.129-1390 
③『ポール・クローデルー劇的想像力の世界.1 ，中央公論社， 1975年， pp.488-495 ，
及びtpp.568-572 0
(3) ガド y フルによって作成された『東方の認i瀧J の執筆年講を参照。 (G. Gadoffre , 
υρ . cit. , pp.383-384.) 
227 
(4) Cf. Michel Malicet, Lecture psychαnalytiq，ue de l'即uvre de Claudel, t. l: 
Le Monde imaginaire , Les Belles-Lettres , 1978 , p.13. 
(5) Cf. G. Gadoffre , op. cit. , p.286. 
(6) ガドッフルもマリセも意味不明としている。マリセは，この部分の解明にはウズメ
について知る必要があるとする。 (Cf. M. Malicet, op. cit. , p.15 , note8) 
(7) G. Gadoffre , op. cit. , p.346. 及び山本功「ポール・クローデルの『東方の認識j
の一散文詩『アマテラスの解放』の源泉の研究と註釈の試みj ， r学習院大学研究年
報』第14輯 (1967年度)， p.204参照。
(8) 山本功，上掲論文， p.149 。




(11) 柳井己酉朔『天岩戸神話の研究1 桜楓社， 1977年， p.286 。
(12) 向上， p.300 。
(13) I古代人の思考の基礎j ， r折口信夫全集J 第 3 巻，中央公論社， p.4 29参照。
(14) 尾崎暢峡「三貴子神話の構造j ， r講座日本の神話4-高天原神話.] ，有精堂， pp.32司
33 参照。
(15) 松前建『神々の系;普一日本神話の謎.]， PHP研究所， 1972年， pp.61-62参照。
(1日 山田宗睦著作集『隠れた日本人j ，三一書房， 1976年， pp.91-92参照。
(1力松前建，前掲書， p.214。及び，橋本峰雄『性の神j ，淡交社， 1976年， pp.59-71 
参照。
(18) クローデルのテキストでは，すべてを策謀したのはウズメとされているから， {.主連
縄の由来も彼女に帰すことができょう。
(19) 渡辺守章，前掲書①p.136 ，及び、②p.570参照。
(旧姓奥田 D. 日)
